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令和3年8月2日
奈良県文化・教育・くらし創造部

文化資源活用課 文化資源係
担当:中川、山本（内線:2531）

TEL:0742-27-8975 
FAX:0742-27-0213

2021年は、聖徳太子没後１４００年の節目にあたる年であり、奈良県では「聖徳太子とその時代」を
テーマとしたイベント等の開催を行っているところです。

本イベントは、「古代と現在、そして未来へつなぐ」をテーマに、学識経験者のみならず、小説家、
社寺関係者、教諭、学芸員の方など様々な経歴の方の視点から聖徳太子と太子が活躍された飛鳥時代に
ついて考え、理解を深められる講座を開催するものです。

この度、当イベントの観覧者を募集しますので、報道関係の皆様におかれましては、告知につきまし
てご協力を賜りますようお願い申し上げます。
※新型コロナウイルス感染症の情勢によっては、内容変更や延期、中止の可能性もあります。

概要
日時:令和3年10月9日（土）、10月17日（日）、11月3日（水・祝）

エクスカーション 9:00～11:30（予定）、講演 13:00～16:00（予定）
会場:龍田大社祈祷参集殿(10/9)、葛城市當麻文化会館(10/17)、王寺町文化福祉センター(11/3)

申込み方法

【10月 9日（土） 第１回 龍田大社祈祷参集殿】
○基調講演 :清水昭博（帝塚山大学文学部教授）
○パネルディスカッション

パネリスト:浮世博史（西大和学園・教諭）

【10月17日（日） 第２回 葛城市當麻文化会館】
○基調講演 :南谷恵敬（四天王寺執事）
○パネルディスカッション

パネリスト:澤田瞳子（小説家）

【11月 3日（水・祝） 第３回 王寺町文化福祉センター】
○基調講演 :氣賀澤保規（明治大学東アジア石刻文物研究所所⾧）
○パネルディスカッション

パネリスト:玉岡かおる（小説家）
岡島永昌（王寺町地域交流課・学芸員）

参加は無料、事前申込制となります。詳細についてはホーム
ページまたはチラシをご覧ください。
申込締切 第１回:令和3年9月24日（金）、第２回:10月1日（金）、第３回:10月20日（水）必着
お問合わせ先
「聖徳太子没後1400年リレー講座」事務局（株式会社 読売新聞大阪本社内）
ＴＥＬ:06-6364-9005(平日の10:00～17:00)
主催:奈良県

令和３年度文化庁文化芸術創造拠点形成事業


